
北海道でアイヌ文化を学ぶ

参加者
募集中

アットゥㇱ織りなど
アイヌの手仕事を体験︕

古式舞踊や
口承文芸を鑑賞

博物館や資料館の見学★
地域の方々と交流し
アイヌ文化が息づく町

平取町を知ろう

2023 年 2 月 13 日 (月 ) ～ 17 日 (金 )
募集締切︓2022 年 12 月１３日（火）17︓00
募集対象︓大学生 ・ 大学院生（20 名）
　　　　　　※新型コロナウイルスワクチン 3 回接種者、 もしくは 8/13 ～ 2/13 の間にワクチン接種した者

参加費用︓￥9,000 宿泊料金食事代込み
　　　　　　※交通費、 航空費は自己負担。 但し半額を助成

　主 　催  ︓平取町
 開 催 地︓〒055-0101　北海道平取町二風谷
 問 合 せ :（株）平取町アイヌ文化振興公社（担当︓木村）
　 T E L  ︓01457-2-2152

昔ながらのコタンを
再現したチセ群や

アイヌの伝承地がたくさん︕

他大学の学生との交流は
一生の思い出に☆

最終日はグループごとに
発表会を行います

詳細はリーフレットをご覧ください
＃大地連携
＃大地連携びらとり
＃大地連携ワークショップ

イランカラプテ

お申込みは
こちらの QR コードから

びらとり大地連携

WORK
SHOP



 

 

 

  大地連携ワークショップ in びらとりとは、大学のキャンパスを飛び

出し、「地域」について学び合うプログラムです。 

また、地域の「達人」たちと一緒にアイヌ文化を体験しながら、「地

域」が抱える課題についても考えます。そして、学生の皆さんの考え

やアイデアを地域の方々と共有したり、共に学び合ったりすることを

通じて、地域文化の振興を図ることを目指します。 

びらとり 

大地連携 

ワークショップ 

概要 

アイヌ文化を体験しよう！ 

 二風谷コタン  豊かな自然と共に歩み 

継承されてきた二風谷アイヌ文化 

アイヌの伝統が色濃く残る地域として広く知られる北海道沙流郡平取町二風谷（びらとりちょうにぶた

に）。二風谷の地名の由来は、アイヌ語の地名に由来し「大森林」「野の林」などといった諸説があります。 

光あふれる春から夏、彩り深める秋、そして白い世界へと、四季折々の表情を豊かに映す河川や森林で自

然を尊び、学び、共に生きる沙流川流域のアイヌ文化が現在まで脈々と引き継がれています。 

二風谷ではチセ（伝統的家屋）建築の技術継承をはじめ、言葉、精神、作法、儀式に使う用具、民

具、料理づくりなどが、事業や定期的に行われる継承活動を通して大切に守り伝えられています。 

アイヌ文様とアイヌ口承文芸、アイヌ語地名は、2001 年に北海道遺産に選定されている他、代表的な工

芸品である「二風谷イタ」（盆）と「二風谷アットゥㇱ」（樹皮の織物）は、2013 年に伝統的工芸品に北海

道で初めて指定されています。 

_ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ 

平取町にはアイヌの伝承地がたくさんあります。二風

谷にある代表的なアイヌの伝承地はオプシヌプリ（穴あ

き山）です。アイヌに生活文化を教えた神「オキクルミカ

ムイ」が矢で射抜いたという伝説があり、山頂近くには幅

約 14 メートルの穴があいていました。しかし、1898 年

に穴の上部が崩れ、現在はくぼみ状になっています。一

年で昼の時間が最も長い夏至の前後 4～5 日程にな

ると、オプシヌプリのくぼみに夕日が沈む現象が見られま

す。 

 

 オプシヌプリ  



 

  

 

キャンパスを飛び出して「びらとり」で学ぼう！ 

イランカラプテ！びらとり大地連携ワークショップでは、参加者が共に学び合うことを大

事にしています。また、このワークショップでは、参加者自身が平取町の自然や人々の日常に

触れながら、アイヌの食文化や工芸などアイヌの「世界」に出会い、地域や国境を超えた社

会的な「問い」について考えます。ワークショップに参加する前に、アイヌ文化を学ぶための基礎

情報を収集しておきましょう。 

本ワークショップでは、平取町内にある施設を訪問したり、平取に暮らす「達人」から、アイヌの人々が育ん

できた知恵や暮らしの営みについて、聞いたり、触れたりなど、体験しながら学びます。事前に、インターネッ

トの検索エンジンを活用して、平取町二風谷（びらとりちょう にぶたに）に関連する情報を収集しましょ

う。 

たとえば自治体や観光協会の web サイトには、その地域の歴史や文化についての情報が掲載されてい

ます。また、北海道沙流郡平取町の地理的概況についても確認し、平取町の歴史や人口、訪問先の施

設について事前に調べておきましょう。調べたことをもとに、「びらとりノート」を作成してみましょう！ 

1. 平取町を知る、アイヌを知る 

 

 

http://www.town.biratori.hokkaido.jp/biratori/nibutani/ 

・萱野茂二風谷アイヌ資料館  

http://fmpipausi.sakura.ne.jp/kayano_muzeum/ 

ピリカ！ 

①『アイヌからみた 

北海道一五〇年』 

石原真衣編著 

北海道大学出版会 

2021 年 

（1,760 円） 

②『問いかけるアイヌ・アート』 

池田忍編、岩波書店 

2020 年 

（3,080 円） 

２. アイヌの「世界」を読む 

 

 

３.  アイヌに触れる〜訪問先情報〜 

・平取町立二風谷アイヌ文化博物館 

本ワークショップは、アイヌの食を味わったり、アイヌの叡智がぎゅっとつまった手仕事や工芸を体験

し、アイヌ語で歌ったり、平取に暮らす人たちから話を聞いたりしながら、さまざまなアイヌ文化を体

験します。体験する前に、アイヌの「世界」について、文献を通じて学んでおきましょう。 

大学や地域の図書館には、アイヌ文化を知るための文献が用意されています。アーティストや作

家、研究者たちが描くアイヌの「世界」に触れることで、アイヌ文化の過去・現在を知り、そこから未

来も想像することができるでしょう。 

 

 

 

上記の『問いかけるアート』は、日常へと続く人とモノの関わりについて、さまざまな「なぜ」を問いかけ

てくれる、おすすめの一冊です！ 

 

 

 

③『アイヌの歴史』 

平山裕人著、明石書店 

2014 年 

（3,300 円） 



 

  

▶実際のアイヌの生活文化と、資料に記載されているアイ

ヌとの温度差、実際の差について考える機会になったと思

います。ワークショップを通して生きたアイヌ文化に触れ、認

識を改めることが何度もありました。（奈良女子大 4 年生） 

▶同じようなフィールドで学んできた人以外の

人からアイヌについての考え方を聞けて新鮮だ

った。（立命館大学 3 年生） 

▶アイヌ文化について深く学ぶことはもちろん、

他大学の学生と交流できたことが大きな収穫

だった。(札幌大学 2 年生) 

▶他大学の学生から強い刺激を受けた。少

数民族に対する考え方や自分のアイデンティ

ティを見つめ直せた。(札幌大学 2 年生） 

▶アイヌの言葉が絶滅の危機にあるといわれ

ているが、アイヌ文化の強い生命力を感じた。 

(東北大学 3 年生) 

▶他大学の学生と話して自分の認識や知識

を客観的にみることができた。(慶応義塾大学 3

年生) 

 

 

大地連携ワークショップに参加した学生の体験談！ 

びらとり大地連携ワークショップではアイヌ文化の体験だけでなく、全国から参加した大学生・大学院生が

ワークショップを行い、プログラム最終日には、グループ発表を行います。 

▶今回のワークショップで見に着いたものは、体験して

学ぶことの大切さです。知らなかったことをそのまま帰る

のではなくしっかり理解して帰るのがよかったです。（立

命館大学 4 年生） 

▶アイヌ文化とは一通りではない。本を数冊

読んでも分からないことがあり、やはりそれは実

際に会って話を聞くことが大切だと知った。（慶

應義塾大学 1 年生） 

▶技術や作法をどれだけ体験しても、その中にある考え

方、意味を知らなければ表面的に終わってしまって理解

に繋がらないと痛感した。（関西大学 3 年生） 



￥ 
令和４年度 アイヌ政策推進交付金事業 

 大地連携ワークショップ “北海道“でアイヌ文化体験！ 
□時期・日程 令和５年２月１３日（月）～１７日（金） 4 泊 5 日 

□場 所 平取町アイヌ文化情報センターほか （北海道沙流郡平取町字二風谷 61-6） 

□主 催 平取町 

□講 師 二風谷民芸組合、平取アイヌ文化保存会、アイヌ語教室、学芸員、協議会委員 

□参 加 対 象 大学生、大学院生（定員 20 名） 

□講 座 内 容 アイヌ文化体験 

□問い合わせ (株)平取町アイヌ文化振興公社 TEL 01457-2-2152（担当：木村） 

□申 込 期 限 令和４年 12 月 13 日（火）17：00   お申込みは QR コードから→ 

期日 時間 講習内容 

2/13（月） 

14：00～15：30 オリエンテーション 

15：45～16：15 カムイノミ 

16：30～18：00 グループワーク 

18：00～20：00 歓迎会 

2/14（火） 

9：15～11：30 萱野茂二風谷アイヌ資料館 / 平取町立二風谷アイヌ文化博物館 

12：45～14：15 テアタランギ（アイヌ語学習） 

14：30～16：30 木彫り体験 

18：30～20：30 アイヌ古式舞踊体験 

2/15（水） 

9：00～12：00 IWOR アイヌ文化ガイドツアー 

13：15～16：15 アットゥㇱ織り・ブレスレッット制作体験 

16：30～17：30 グループワーク 

2/16（木） 

9：00～10：00 ユカㇻと語りべ（口承文芸） 

10：00～13：00 アイヌ伝統料理体験 

13：00～15：00 刺繍体験（アイヌ文様） 

15：15～20：15 グループワーク（中間発表） 

2/17（金） 9：00～13：00 グループワーク / グループ発表会 

 その他 

□参加者負担額 ￥9,000/人 ※宿泊代（4 泊）食事代（朝・昼・夕）体験代含む 

□交通費、航空費は自己負担。但し半額を助成します（領収書提出必須） 

□新千歳空港から会場まで送迎します (新千歳空港発・着時間 行き 12：30 帰り 14：30) 

 ※行きの飛行機は 11：30 までに着くものを予約してください。帰りは 15：00 以降を予約してください。 

 ※沖縄など飛行機の都合上、前泊・後泊が必要な場合、宿泊費を￥9,000 助成します。 

□集合場所 平取町アイヌ文化情報センター（沙流郡平取町字二風谷 61-6） 

□宿泊先 「ゲストハウス二風谷 yanto」（平取町字二風谷 79-3）・「民宿喜楽家」（平取町字小平

13-13）・「ホテル駿」（平取町本町 46-3） 

□新型コロナウイルスワクチン３回接種、もしくは 8/13～2/13 の間のワクチン接種を義務とします。 

□体験プログラムは気象状況や講師の都合等により内容及び実施時間が変更となる場合があります。 


